
 

➢ 平成２７～２８年度 

実践地域 豊崎 実施団体 豊崎の歴史・文化再発見！ 取組の様子 

総事業費 662,904 円 交付決定額 500,000 円 

 

事 業 名 豊崎の歴史・文化再発見！ ～千年の歴史を見える形に～ 

 南祖坊伝説、七崎神社のほこ杉など、豊崎千年の歴史を伝承・発信するた

め、歴史探訪看板マップ（小中学校、瑞豊館）やリーフレットマップ（２万

部）、標識（３ヵ所に設置）を作成し、勉強会を実施した。 

実践地域 町畑 実施団体 町畑地区連合町内会 取組の様子 

総事業費 347,919 円 交付決定額 278,000 円 

 

事 業 名 めざせ健康家族町畑！ ～地域ぐるみで延ばす健康寿命～ 

 明るく元気な町畑のために、子ども、親子向けの健康料理教室やウォーキ

ング・登山、健康カルタづくりなど、誰もが気軽に参加できるような健康づ

くりの取組を実施した。 

実践地域 田面木 実施団体 田面木地区避難所運営委員会 取組の様子 

総事業費 490,594 円 交付決定額 392,000 円 

 

事 業 名 災害弱者を地域で守る ～話し合って、やってみて、改善へ～ 

 災害時における避難支援と避難所運営体制の整備を目的に、避難所運営勉

強会を開催した他、避難訓練用資機材を購入した。また、防災マップや防災

マニュアルを作成し、地域防災力の向上に向けた取組を実施した。 

 

➢ 平成２８～２９年度 

実践地域 館 実施団体 館地区連合町内会 取組の様子 

総事業費 246,651 円 交付決定額 197,000 円 

 

事 業 名 健康づくり ～長寿社会と生きがいのある人生を送るため～ 

 健康で元気に生きがいのある充実した毎日を送るために、「食」と「笑い」

で楽しく学ぶ落語健康講座や健康料理教室、ゲーム大会を開催し、健康に対

する理解を深めながら、健診受診率の向上を図る取組を実施した。 

実践地域 島守 実施団体 島守地区自治会連合会 取組の様子 

総事業費 676,854 円 交付決定額 500,000 円 

 

事 業 名 島守弁ミニ事典作成と島守弁伝承 ～ことばでつなげる地域の歴史～ 

 島守弁に触れる機会として、島守歴史講座の開催、島守弁ミニ事典及び音

声 DVD を作成し、島守弁を通して、地域の歴史や風土などを学ぶことがで

きるような取組を実施した。 

実践地域 旭ヶ丘 実施団体 旭ヶ丘町内連合会 取組の様子 

総事業費 623,167 円 交付決定額 498,000 円 

 

事 業 名 旭ヶ丘まつりの再興と高齢者の交流の場創出で地域活性化 

 元気で明るい地域の実現のために「旭ヶ丘まつり」を再興し、子どもみこ

しの復活や七夕飾りコンクールの実施など、子どもを中心とした世代間交流

の場を創出した。 

これまでの取組地域 



➢ 平成２９～３０年度 

実践地域 白銀 実施団体 白銀振興会 取組の様子 

総事業費 490,800 円 交付決定額 392,000 円 

 事 業 名 白銀まつりの拡充と白銀四頭権現神楽の継承 ～若者を信じて任せて見守って～ 

 「地域全体を巻き込んで若者の力で伝統文化をもっと盛り上げたい」とい

う想いから、既存の白銀まつりを「拡充」、白銀四頭権現神楽を「継承」とい

うテーマのもと、次代を担う子ども達が実際に見て触れて感じられる機会を

つくることを大切にし、白銀まつりパレードなど、地域活性化につながる取

組を実施した。 

実践地域 上長 実施団体 上長地区健康づくり推進協議会 取組の様子 

総事業費 492,162 円 交付決定額 393,000 円 

 

事 業 名 健診で延ばそう上長健康長寿 ～健診は気軽に手軽に幾度でも～ 

 より自分らしく生きがいのある充実した人生を送るため、運動を習慣にす

ることをテーマとして、ニュースポーツや健康ウォーキングを実施した。ま

た、各種健康機器を購入し、公民館に常設することで、地域住民が自発的に

健康自己管理を行える体制を構築した。 

実践地域 多賀 実施団体 多賀連合町内会 取組の様子 

総事業費 87,158 円 交付決定額 69,000 円 

 

事 業 名 15（いちご）プロジェクト ～いちごが伝える地域のストーリー～ 

 ヴァンラーレ八戸と協力しながら、地区の特産物であるいちごを通して、

子ども達に地域の歴史を知ってもらい、地域への愛着や農業への関心を育む

とともに、高齢者と子どもたちの世代間交流も促進し、次世代の農業の担い

手育成につながる取組を実施した。 

 

 

➢ 平成３０～令和元年度 

実践地域 白山台 実施団体 八戸ニュータウンまちづくり協議会 取組の様子 

総事業費 626,255 円 交付決定額 500,000 円 

 

事 業 名 「しおんの森」びらき ～子ども達とつくる白山台の思い出～ 

 子ども達の郷土愛を育むため、地域の憩いの場である「しおんの森」に芝

桜・ひまわりを植樹し環境美化を図るとともに、同所でミニスポーツ大会お

よび花火大会など、地域住民の思い出づくりにつながる取組を実施し、しお

んの森のより有意義な活用を実践した。 

実践地域 高館 実施団体 高館地区連合町内会 取組の様子 

総事業費 635,966 円 交付決定額 500,000 円 

 

事 業 名 「高館・夏の陣」（仮） ～高館キッズに地域の魅力を伝えるために～ 

 子ども達の郷土愛を育み、地域の魅力を伝える取組として、地域全体をフ

ィールドとしたウォークラリーを実施した。地域の名所をウォークラリーの

回遊ポイントとして設定することで、子ども達が実際に名所を訪れ歴史を学

び、地域を知ることができる仕組みとなっており、当初から継続実施できる

体制が構築されている。 

 

 



➢ 令和元～令和３年度（実践年度順延） 

実践地域 是川 実施団体 是川団地町内連合会・是川地区振興会 取組の様子 

総事業費 625,000 円 交付決定額 500,000 円  
事 業 名 是川縄文の里プロジェクト 2021 ～是川遺跡を活用した地域活性化～ 

 世界遺産登録を契機に『是川縄文トレイル』を開催。県外からの参加者も

みられ、新たな人材発掘にもつながった。また、是川縄文をモチーフとした

デザインの健診フラッグの作成、是川中央公園壁面のペイントを行い、地域

住民が元気で豊かに暮らすことができるまちづくりを実践した。 

実践地域 湊高台 実施団体 湊高台連合町内会 取組の様子 

総事業費 679,294 円 交付決定額 500,000 円  
事 業 名 夏祭りの再編とにぎわいファームの開設 ～みんなで挑む、スクラムトライ!!～ 

 空地を活用し『にぎわいファーム』を開設。子ども会を中心に１年を通し

て活動し、収穫した野菜は住民および福祉施設へ寄付したほか、漬物作り体

験やどんと祭りでお振舞いを行い、地域へ還元した。夏祭りの代替イベント

として、子どもでも安全に楽しめるアトラクションの体験会を実施した。 

実践地域 大館 実施団体 大館地区連合町内会 取組の様子 

総事業費 647,300 円 交付決定額 500,000 円  
事 業 名 「ふるさと大館」歴史と文化の保存と伝承 ～おらんどの大館、どやすっきゃ!!～ 

 地域の文化財の保存継承のため、『歴史看板』を設置するとともに、新井田

小および八戸工業大学と連携し『歴史看板マップ』を作成。地域においては、

これまでの地域活動を見直す好機となり、新たなネットワークの構築や人材

発掘に繋がったほか、自ら進んで地域づくりに参加する住民が増えた。 
 

➢ 令和３～４年度 

実践地域 白銀南 実施団体 大久保、白銀台、岬台地区連合町内会 取組の様子 

総事業費 640,856 円 交付決定額 500,000 円  
事 業 名 白銀南地区 防犯・防災パワーアップ大作戦 

 白銀南中学校をはじめとする各団体と連携し、有事の際に真に必要な技術

を習得し、将来地域の柱となる若い人材を育て、地域全体の防災力を高める。 

 また、防災活動を通して地域住民の交流を促し、他の地域活動への参加や

協力者の増加につなげて、老若男女顔の見える関係を築いていく。 

 

➢ 令和３～５年度（実践年度順延） 

実践地域 上長 実施団体 上長地区連合町内会 取組の様子 

総事業費 480,342 円 交付決定額 384,000 円  
事 業 名 健康と運動をテーマに地域をつなげよう！  

八戸駅西口シンボルロードを歩行者天国にして、ラジオ体操やボッチャ、

ヨガ、盆踊り、高校生によるエクササイズなど健康と運動をテーマにしたス

テージ発表のほか、地域の学校は日ごろの取り組みを発表。八戸駅西口シン

ボルロードを中心とした八戸駅かいわいの賑わい創出の一助となった。 

実践地域 下長 実施団体 下長地区連合町内会 取組の様子 

総事業費 554,650 円 交付決定額 443,000 円 
 

事 業 名 未来につなげよう！ 下長の歴史再発見 

 地域の沿革や、地名の由来、神社、祠、石碑などに加え、近年の産業の発

展をまとめた歴史ガイドブックやマップを作成・活用し、住民が地域の歴史

に触れ、ふるさと意識と地域への愛着の醸成を図る。 

 



➢ 令和４～５年度 

実践地域 根城 実施団体 根城地区連合町内会 取組の様子 

総事業費 643,600 円 交付決定額 500,000 円  
事 業 名 根城「鮭活」で目覚める地域の力  

根城の「イイネ！」発見ウォーキングコースの作成、根城の「イイネ！」

フォトコンテスト、一坪山車を作成。根城で育つ子ども達が、ふるさとの魅

力を感じ、この根城を愛し、八戸を離れても根城を忘れない、ふるさとに想

いを寄せる活動。 

 

➢ 令和５～６年度 

実践地域 鮫 実施団体 鮫町連合町内会 取組の様子 

総事業費 442,110 円 交付決定額 353,000 円  
事 業 名 鮫町の魅力再発見・ステップアップ作戦 ～より心豊かに、賑わいと潤いを求めて～ 

地域の「自然資産」、「文化・芸能・歴史」、「隠れた魅力」、「イベント」に 

ついて、地域の魅力を再発見するため、オリジナルマップ、リーフレットの

作成や探訪ウォーク、フォトコンテストなどの企画を実施。住民が地域の魅

力に触れることで幅広い世代間交流につながる活動を実践した。 

実践地域 長者 実施団体 長者良々良会 取組の様子 

総事業費 477,397 円 交付決定額 381,000 円  
事 業 名 長者良々良会スタートアップ戦略 

長者地区で活動している女性を中心に「長者良々良会」を立ち上げ、小中

学校等と協力し「長者ららら夏祭り」を開催。こども食堂や子育てサロンと

も連携し、遊び・健康コーナーの設置や盆踊りを取り入れ、世代を超えて共

に楽しむとともに、地域の文化に触れることができる取組を実践した。 

実践地域 白銀 実施団体 白銀振興会 取組の様子 

総事業費 701,184 円 交付決定額 500,000 円  
事 業 名 しろがねニュースポーツカップ 2024 

地区町民大運動会にかわり、ニュースポーツの大会を開催。年齢や性別、

国籍を問わず参加できる環境とし、多くの地域住民や外国人が交流すること

で、地域活動における新たな人財の発掘、地域の各種団体及び多世代の交流

と、多文化共生の推進により、地域活性化につなげた。 

 

➢ 令和６～７年度 

実践地域 町畑 実施団体 町畑地区連合町内会 取組の様子 

総事業費 524,109 円 交付決定額 419,000 円  
事 業 名 「誰もが安全に安心して暮らせる優しい地域」であるために 

 町内会への加入勧誘チラシ作成し、加入促進及び活動の周知を実施すると

ともに、「ふるさと祭り」の充実に取り組み、多数の住民が参加し、世代間の

交流等による地域活性化につながった。 

 

実践地域 島守 実施団体 島守地区自治会連合会 取組の様子 

総事業費 484,130 円 交付決定額 387,000 円 
 

事 業 名 「のごすべあ、すまもり弁」 

島守小・中学校の児童生徒が書いた島守弁の書道作品を掲載した日めくり

カレンダーを作成・全戸配布し、子供たちが暮らしの中で繰り返し島守弁に

触れることができる環境を構築するとともに、島守弁を残す継続的な活動の

充実を図った。 



実践地域 類家 実施団体 類家連合町内会 取組の様子 

総事業費 462,000 円 交付決定額 369,000 円  

事 業 名 「魅力満彩！！ＬＯＯＫ、ＣＯＭＥ、ＲＵＩＫＥ」 

類家地区の歴史・文化を中心とした魅力を発見し、地域に親しみをもって

もらうためパンフレットを作成し、その内容を SNS（インスタグラム）にて

発信した。また、パンフレットを用いて、町内の方々を対象としたツアーを

実施した。 

 

➢ 令和７～８年度（実践中） 

実践地域 江陽 実施団体 江陽町内連合会 会議の様子 

総事業費 -円 交付決定額 -円  
事 業 名 ニュースポーツ国際大会 in こうよう 

 町内会未加入者や外国人住民との接点を創出し、地域活動への関心向上お

よび参加促進を図るため「ニュースポーツ国際大会 in こうよう」を開催す

る。また、外国人住民を含む地域住民の交流機会を創出し、コミュニティの

活性化と相互理解の促進を図る。 

実践地域 館 実施団体 館地区連合町内会 会議の様子 

総事業費 -円 交付決定額 -円 

 

事 業 名 櫛引城を知って、四戸の謎があかされる 

地域住民や小中学生に向けて勉強会や講演会の実施、櫛引城の標柱及び案

内板を作成・設置し、案内板除幕式ウォークの開催、櫛引城に関する伝説、

逸話にちなんだお祭りを開催し、世代間交流を図りながら、地域の歴史や文

化に触れる機会を創出する。 

実践地域 吹上 実施団体 吹上連合町内会 会議の様子 

総事業費 -円 交付決定額 -円  
事 業 名 知ろう!つながろう!わたしたちの吹上 ～地域を学び、未来へつなぐふれあいマップ～ 

吹上小学校と連携し、吹上地域全体図と町内会紹介冊子を作成し、吹上地

区の構成や特徴を「見える化」し、子供たちと地域住民が一緒に地域を学ぶ

機会をつくることで、地域理解の促進と郷土愛の醸成を図る。 

 

 


